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エルフ独自のデュアルモードＭＴ採嗣。
この経済性が小型トラックの新しい基準です。
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２１世紀を走るために､そのﾄﾗｯｸは生暖れ窮した,叛しい時代の摺極となる革新的な快瀬性と軽済性を目揃いそのﾄﾗｯｸは開発され寵した。

マニュアルﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝの淵幽を打ち鼓翰デュアルモードＭｒを採用した､新しいエルフの蕊期です

糎快な趣転操作性やハイレベルの安全性を実現するとともに､ｸﾗｯﾁ廉粍の低澱をはじめとした抜群のｺｽﾄﾒﾘｯﾄを砲保･

闘塊との飼和にも配賦し､経営密の方にもドﾗｲパー の方にも､さ寵鐸なﾒﾘｯﾄをお約束し寵す。

日永を代衷する小型ﾄﾗｯｸとしての悩細と突斌の歴史に､い讃琉たに刻鵬れる『革命｣の1ページ･'･２１世紀も小型ﾄﾗｯｸの歴史は土ルフが切り拓き寵す
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③ISUZU商用車に関するお問い合わせは最寄りの販売会社､またはいす雷自動車株式会社お客様相談センターへ｡フリーダイヤル0120-119-1.13ダイヤルイン03-5471-1188
受付時間:月曜～金曜(除く所定の休日)9:00～17:００●インターネットからISUZU商用車のお役立ち情報が取り出せます。http:"www・isuzu・ＣＯ・jp/Cｖ

ｸﾗｯﾁ蛾瀞脅霞長すぐれた撫識呪う‘Zl;Z総蝋､上

しフ

＝ ツフ

新 型

’’ ’
賎小型トラッククラ男

且 壷登

,▽.Ｈ･１，２ｍ自侭侭より属愈U虞ず０

～呈

君

尤易



風神雷神

平成13年度総会報告概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １
９
６
８
１
１

○

特集「協会新男女強化部長に伺う」・・・・・・広報部会・・・・

ＮＢＡ放送を解説して・・・・・・・・・・・・・・河内敏光・・・・

バスケットボール用語（ＮＢＡ関係）の手引き．・・・・・・・・・・・．

○

○

○

観戦記○

小濯正博

壁谷道明

小笠原義昭

早川忠雄

ＪＢＬファイナル第２戦・・・・・・・・・・・ １
２
３
４

２
２
２
２

●●●●

ＷＪＢＬファイナル第３戦・・・・・・・・・・ ●●●●

ミニバス全国大会.・・・・・・・.・・・．． ●●●●

東アジア競技大会・・・・・・・・・・・・・・ ●●●●

ｏＩ雨雷葎１

目次

日本のバスケットに期待する．・・・・・・・． 中野富郎 2５●●●●

Ｃｌ流諏赤１わが軌跡

わがバスケット史・・・・・・・・・・・・・・ 日高明

渡辺勝己

2６

２７

●●●●

私とバスケットボール．・・・・・・・・・・・ ●●●●

○会員だより

歩んだ道・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 松木則好

渡辺恵子

８
０
１
３
７

２
３
３
３
３

●●●●

ミニバススポーツ少年団を指導して．．・・・・

○常任理事会報告．・・・・・・・・・・・・・・・

●●●●

●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○各団体スケジュール．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．

○事務局だより．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



||圃冨

協会新男女強化部長に伺う

ご承知のように、先頃（財）日本ハスケットボール協会新役員の陣容も決定され、既に

活動中ですが、中でも注目される強化の部門については、新たに男子強化部長として沼田

宏文さん、女子強化部長として佐治‘垣孝さんが、それぞれ就任されました。

そこで当振興会としては、新任のおこ方から強化のお仕事やご抱負などについて是非伺

いたいと考え、日本協会（石川専務理事）にお願いしましたところ、幸いにご'快諾を得ら

れましたので、ご両氏から以下のような貴重なお話を拝聴できました。

協会側のご好意に対し深謝申し上げるとともに、当会のため大変ご多忙な時間を割いて

わざわざ事務所までお運び下さったおこ方に改めて心からお礼申し上げます。

因みに、ご両氏は、振興会大塚周一副会長（広報担当）が、かつて（昭和５６～59年）

２期にわたって協会理事技術強化部長を務めた時期に、沼田さんは全日本代表選手の一員

として、また佐治さんは全日本女子チームの総括コーチとして、それぞれ大活躍をしてお

られたという、ご縁のある方々で､その意味でも久々の!懐かしい対面となったことでした。

男子強化部長沼田宏文氏

１９５１年（昭和２６年）生まれ兵庫県出身、Ｉｉ帖祉大顎卒業後、松下電器チー

ムおよび全日本ナショナルチームでセンターとして活躍。１９７２年ミュンヘン、

１９７６年モントリオールオリンピックを始め多くの国際大会に出場。現在、松下

電器企業スポーツグループ部長、バスケットボール部々長。

本日はお忙しいところお越しいただき誠に有難うございます。振興会は、主に

日本協会始め傘下各組織の関係者や関係企業の○Ｂ，○Ｇの人達が集まっている

会です。私達の努力不足もあって、まだ一般的に充分承知されていない面もあり

ますが、会員同志の親睦のほか、少しでも日本バスケットボール界のため、お役

に立てるかと思われるような活動を地道に行なっている会で、会費制で運営し一

般の方も入会されています。

－このたび協会役員として男子強化部長という重責を担われましたが、まず担当

される仕事の内容と目標などをお聞かせ下さい。

「今年度の強化方針と計画は昨年度からの路線の踏襲が中心となりますが、〃国際舞台

で注目される日本〃を目指しています。なかなかオリンピックに出場できない日本は、

世界的にも出遅れ、レベル的にも最近では距離をあけられている現状です。

ここでもう一度皆で考え、知恵を出し合い、中長期計画のもとにやっていかねばならな

いと思います。

２００６年にさいたま市で世界選手権大会が開催されますが、この大会は日本が大きく

世界に飛躍できるか否かを試す大きなポイントになると思います。今から２００６年にね

らいを合わせて強化の計画を練りますが、当面世界のベストエイトに入ることを最大の目

標として、具体案を作ります｡」

－９－



－２００４年アテネオリンピックについてはいかがでしょうか？

「２００４年の予選が２００３年のアジア選手権になりますが、現在の大学生とＪＢＬ
の１～２年生が強化の対象となりますし、更に２００８年に向かっては現在の中高校生ま

でが強化のターゲットとなりますので､これらの対象者をいかに育てるかがポイントです。
結局、２００４年に向けてと２００６年に向けてとの､二本立ての強化ということです。
そして、''日本が継続的にオリンピックと世界選手権に出場できること"を大きな目標と

して計画を進めますb」

－具体的にはどのような計画でしょうか？

「協会としても、尾崎会長が強化本部長、石川専務理事が強化副本部長に就任し、男女
合わせた"強化本部会議''が発足しました。これには男女ナショナルチームのヘッドコーチ

はもとより、ＪＢＬや大学の指導者、各地区高校の強化メンバーの方なども入って強化方
針を検討しますが、いわば全日本的な活動に全員で参加していただく形ですｂ強化方針な
どについては、ナショナルチーム（Ａ）が横断的に統括し、下は中学からナショナルチー

ムまで一貫した方針を徹底していきますｂ従来は大学、高校、中学とそれぞれの分野に任
せた形となっていたのですが、一貫した強化活動の流れのなかで切瑳琢磨していくことが

ねらいです。ナショナルチームランクをＡＢＣＤの４ランクに分け、それぞれに強化スタ

ッフを置きますが、強化本部会議にはＡＢＣＤのスタッフ全員が参加して意志統一をし、

バスケットの基本動作や約束事、体力面やファンダメンタル的なことまで共通した認識の
もとに強化を進めていく方針です。

ＡＢＣＤの振り分けとしては、Ａはナショナルチーム、Ｂはユニバーチーム、Ｃは高校

生、Ｄは中学生としますが、Ｂの選手がＡに入ることも充分ありますb」

－一貫性のある強化方針は大きな前進と思われますが、技術的な面での問題点は？

「世界に通用させるためには、なんといってもセンターを育てることが急務です。更に
大型フォワードや大型ガードも必要です。これについては中学、高校のときから教えてい

く必要があり、例えば自分のチームにいるときはセンターでも、全日本に入ったら大型ガ

ードとして活躍できるように仕向け、育てることが大切で、その結果としてオールラウン
ドなプレイが可能になると思います｡」

－現在ナショナルチームの強化はいかがですか？

「昔は体力面、基本動作、ファンダメンタルなども鍛えられたものですが、現在は時間
がないためプラットホーム（土台）を作るなどということまではできません。したがって、

ナショナルチームに入る前に、筋力トレーニングを始めとする最低限必要なことを、日常

の練習により、完成させていく方向で育成しなければなりません。今までこういったこと

も各層別に任せっぱなしでしたが、これからは方針を一本化し、若いときから一貫性をも
った練習をすればレベルは上がると思います。

世界的に見ると日本の選手はやはり小型ですので、技術的にも工夫が必要ですｂ例えば

フックショットがありますが、ナショナルチームに入ってから教えても無理があります。

中学生の時から教えれば、充分にこなせる技術だと思うのですが、教えないし教えられな

いのでやっていないようですし、こういう面でも共通認識は重要なことだと思います｡」

－世界に通用する日本のバスケットとはどういうものでしょうか？

「日本はどうしても小さいので、スピードとシュートカを軸にした平面的なバスケット

に加え、級密なディフェンスができるチームを作り上げることが必要ですｂ〃国際的に通

用するバスケット〃を明確にして、共通的な技術をＡＢＣＤ各分野で身につけながら、

－１０－



「ＪＢＬチームのセンターが殆ど外人選手なので、平素の試合にあまり出場できず、経

験が不足するという影響はありますが、毎日練習で外人を相手にしているせいもあり、伸

びてきていますもただ､センターとしての国際試合の経験が少ないという弱点もあります。

日本リーグも含めてフックショットをこなす選手はいませんが、アメリカの選手でさえ

もやっているので、もっと研究する必要があると思います。全日本女子のセンターである

浜口選手は充分こなして成功していますし、国際的にどうしたら通用するのかを目の色変

えて研讃し、練習しないといけません。センターで青野という選手がいますが、素材とし

ては充分なのですが、プレイの成長に時間がかかりすぎています。もっと厳しい環境で練

習することが必要ではないでしょうか｡」

中国や韓国の選手はボールに対する執念という面や、ファンダメンタル面もし

っかりしているように感じますが？

中国と韓国のバスケットを見てどう思いますか？

積み重ねていけば、世界に通用するチームの実現は可能だと思います｡」

「東アジア大会で中国を見ましたが、ほぼナショナルチーム勢で高さもあってインサイ

ドバスケットの技術も持っていると思いますｂ韓国はスピードとシュートによる、いわば

Ｆ１バスケットで、もっぱら相手をかく乱する戦法でしたが、技術的にもしっかりしてい

ます。両者に共通して言えることは、勝利に対する執念がすさまじいことですね｡」

当面日本がアジアで勝つためにはどうしたらよいでしょうか？

「そうですね、バスケットをやる環境も日本とは違うようですし、若いときから一貫し

た強化がされているようです。選手は特に試合になると、駆け引きというか勝つことにす

べてを集中できる体制に仕上がっているようです。

オーストラリアなどは高校の優秀な人材をピックアップして、合宿をしながら高校教育

を行い、強化していく方法などがとられていますが、育成の一貫性が貫かれている良い例

だと思います｡」

ＪＢＬとの連携面はいかがでしょうか？

「東アジア大会を見た限りでは、まずディフェンスの強化が必要です。各ピリオドが始

まって３分から５分位はきちっとディフェンスしていて、スコア的にも対等に勝負してい

ると思いますが、その後がだめですね。ノーマークの時のシュート率も悪くなるし、まだ

まだ改善が必要です。

幸い人材的には現在のメンバーを鍛えれば、対抗することは可能とみていますｂ強化の

流れを切らさないよう、皆で努力すれば何とかなる可能性をもっていますも」

何とかなる可能性があるということは頼もしいことですね、センター陣はいか

がですか？
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ＪＢＬの更なる活性化についてお考えがありますか？

「このたび蒔苗協会副会長をＪＢＬ会長にお迎えしたことと合わせ、部長会が協会に対

し協力的ですので、良い関係ができてきています。私も部長会と協会の両方に足を入れて

いますので、お互いのコミュニケーションは図れると思っています｡」

「チームの休廃部が続いてきましたが、スーパーリーグという形には各社ともそれなり

にメリットを見出しているようです｡ただし、その意味ではやはり勝たないと問題ですが、

最終的に勝つのは１チームだけなので大変です。活性化策としては、スポンサーを増やし

ていくことと、マスコミへの露出度を多くすることだと考えます。そのためにはスリリン

グなバスケットを展開できる選手､ヤングメンの田臥のようなスター選手が欲しいですし、



マスコミも、もう少しアマチュアスポーツに目を向けていただきたいと思います。これか

らのスポーツ界は、プロ化に進む種目とアマチュアに徹する種目と、二分化されていくの

ではないでしょうか｡その中でバスケットは､その面白さを原点から掘り起こしていけば、

なんとかなると思います。

ＮＢＡの公式戦が日本で開催される場合、価格の高い席から先に売れるという現象をみ

ると、選手のタレント'性を含め、活性化のための出直しは可能だと考えます｡」

日本のバスケットがこれから目指す方向はなんでしょうか？

「先ほども言いましたが、日本は身長的に小さいので、平面バスケットを５人がそれぞ

れ早いスピードで繰り広げないと、観客に感動を与えられないと思いますも単に勝つため

だけのシステムバスケットではなく、例えばパス－つにも注目を集められるようなプレイ

が大切だと思いますｂどんな試合でもコート－杯に走り回って、早い展開のバスケットを

繰り広げられれば、見ている方々にそれなりにアピールできるのではないでしょうか｡」

会社の仕事と協会の役員ということで大変お忙しいと思いますが'悩みなどは？

「会社の仕事は当然のことですが、最近チーム（松下電器）が弱く、あまり勝てないの

が悩みですbプレスーパーリーグで最下位だったことが､一番のストレスになっています。

協会の方は、役員みんながボランティアとして、それなりに苦労しておられるようです

が、やはり時間のやりくりが一番大変です。

お酒も、昔は結構飲んだものでしたが、最近はあまり飲まなくなりましたというか、ゆ

っくり飲む時間もないということでしょうね｡」

これからの抱負をお聞かせ下さい。

「当面なんといってもアジアを制することです。・世界のベストエイトになるには、どう

しても中国を倒さなければだめで、そのためには中国にも遠征して、もっと中国を研究す

る必要がありますｂ選手には、国際大会におけるファンダメンタル的なこと、つまりは代

表選手としての苦しさや辛さ、また誇りなども更に植え付けたいし、ベテランのサポート

も必要と思われますｂ吉田ヘッドコーチに対しては、全日本チームのモラルアップを期待

したいし、また国際経験も更に積ませたいと思っていますb」

本日は大変お忙しいなか有難うございました。

－１２－



女子強化部長佐治恒孝氏

１９４７年（昭和２２年）生まれ神奈川県出身、束ﾒi〔学芸大学卒業後、

都立八王子工業高校男ｒ･をかわきりに都立駒場高校などで商校女子バスケ
ットを指導、東京学芸大学女子チームコーチ、’－１本航空女子チームコーチ、
全Ｉ－Ｉ本女子チーム総柄コーチなどを経て、現在都立_瞳川商校校長。

薩守一”,J両

本日はお忙しいところをお越しいただき誠に有難うございます。

（振興会についての紹介は前記沼田氏の場合と同様につき省略）

このたび協会役員として女子強化部長という大役を担われましたが、日常お忙
しいのに大変なことと思いますが？

「私の場合は１９９４年まで女子ナショナルチームに関わってきておりましたが、その

後７年間は協会というか、バスケットに直接的には携わっていなかったので、現在改めて
勉強しているところです。幸い全日本女子は北原氏が専任のヘッドコーチとして就任して
いますので、技術的な点などは任せていますが、強化の環境作りなどはやらなければなら
ず、学校の仕事と両立させるのに苦労しています｡」

一今年の女子アジア選手権大会は、日程と開催地が変更になったりして大変でし
ょうね？

「そうですね。当初マレーシアで開催される筈だったのが、１０月４日からタイで開催
されることに変更されたので、ＷＪＢＬの日程にも影響しています。
女子の場合、アジアでは中国、韓国と並んで日本が三強の一角を占めていますので、不

覚をとることのないよう、今から強化合宿や海外遠征などで強化を図っています｡」
男子の沼田強化部長からお聞きしました協会の「強化本部体制」は、女子につ
いても同様ですか？

「同様です。特に女子の場合、強化の一貫‘性を図るとともに、国内のチーム（ＷＪＢＬ
や大学、高校）の影響をあまり受けないよう、全日本のヘッドコーチを専任制にしている
点が特徴です。全日本のヘッドコーチがどこかのチームのコーチだったりする場合、なに
かと微妙な問題を生じたりもしますので、やはりナショナルチームには専任コーチ制度が
必要で、今回は画期的だと思っています。国際経験豊な北原コーチも、今後更にアジアに
おける女子バスケットに精通する必要があるでしょうし、世界を見据えながらアジアを制
するという視点に立って頑張ってもらいたいものです。また、強化本部長の尾崎会長や副
本部長の石川専務理事は女子の技術畑出身ですので、大変心強く思っています。
ただ、財政的にまだまだ強化費用が充分ではないので、それぞれの企業や大学にお世話

にならなければやっていけない面もあり、支援体制作りが課題です｡」

－具体的に強化の方針というか、計画はどのようなものでしょうか？
「女子の場合は、ナショナルチームをＡＢＣの３段階に分け、Ａはナショナルチーム、

Ｂはユニバーチーム、Ｃはジュニアチームとなっています。男子と同様に強化本部会議に
は全部のスタッフが参加しますし、強化方針は強化部やナショナルチームのヘッドコーチ
が主体となって計画します。

現在、Ｃのジュニアチームが７月１４日からチェコで開催されるジュニア世界選手権大
会に出場するため、ヨーロッパに遠征しています。

強化の一貫性という意味合いから、下は中学からしっかり指導しないといけませんが、
ご承知のように、中学界は指導者が少なくて困っています。女子は高校を卒業するとすぐ
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実業団に入る選手も多いので、それなりに小さいときから、きちんと段階に応じた指導を
することが必要だと思います｡」

２００４年のオリンピック出場に向けてはいかがですか？

「まずアジアで勝つことが主眼となりますが、同時に世界に目を向けた強化も必要だと
思っています。日本はチーム全体が小型ですので、身長差をカバーするためコート全体を

使ったバスケットが要求されますし、スピードも必要です。更に３ポイントシュートの確
率もあげなければなりませんがその選手がシュートしたら必ず成功する（シュート確率１

００％）ぐらいの技術も、身につけなければなりません。アジアからオリンピックに出場
できるチーム数が変動するので、アジアを制することは絶対条件ですし、また可能性も持

っていると思います。世界的に見れば小型のチームですが、日本独自の創意工夫を引き出

すために､選手個々が大型のチームに対抗することも体験していかないとできませんので、
ヨーロッパ遠征などは良い経験になると思います。しかし、まだまだ予算が限られている
のでやりくりが大変です｡」

－海外遠征等をするためにはそれなりの強化費用が必要だと思いますが、現在の
強化予算はいかがですか？

「前年度までの赤字を補填しながらやってきたようで、強化費としては確かに不足して
いますが、やむを得ないと思います。本年度から始まった''個人登録制度”によって、来
年度からもう少し予算も増えると思いますが、これを単なる個人的な登録とのみ解するの
ではなく、登録した人達を協会の会員として扱う、つまりナショナルチームは会員も支援
するというような方式、そういう考え方に立つことが良いと思います。ナショナルチーム

が海外に出ていくことに対し、''会員がその強化資金の一部をを出資している'，いう意識
のもとに強化を図る訳です。逆にナショナルチーム側は、，'会員によって支援強化されて

いる”という意識を持つことによって、結果を出さなくてはならないという責任感と勝利
への意欲が更に強くなるはずです。

そして会員（会費負担者）に対する還元の意味で、地域との交流やクリニックの開催、
ナショナルチームの練習見学会などを実施し、その果てに"勝利"というお土産を贈るとい

うような形になれば、ナショナルチームに対する関心も深まるし、選手もやる気になると
いう一石二鳥の効果を期待できるでしょう。

会員の方々にしてみれば、ナショナルチームに対し自らの手で育成強化を手伝っている
ことに通じるし、資金の一部をも担っているのだという意識も是非もっていただきたいと

思います。そうなれば強化としても、きちんとした強化方針を会員に説明する義務が生ず
るでしょうし、またナショナルチームを身近に感じるようなコミュニケーションを図るこ

とも当然必要となるでしょう｡」

個人登録制度というか会費問題もそうした観点から考えてみると判りやすいで
すね。

「大切なのは何事もきちんと説明して、納得していただけるよう努力し、実行すること

です。国際大会に際しても、単に日本のチームの勝ち星や結果だけではなく、そこに至る

プロセスを理解していただけるような対応が必要です。ナショナルチームが海外に遠征す

る前に、会員との交流を図って選手たちを身近に感じてもらったり、強化費用の内訳を良

く説明したりすれば、会員の方々に”ナショナルチームの支援をしているのだ，という実

感も湧くし、バスケットに対する関心がもっと高まり、選手たちもその気になって戦える

と思います｡」
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日本がアジアで常勝するための対策はどんなことですか？

「先ほども触れましたが、攻守にわたってコート全体を活用するバスケットの展開､日

本にしかできない創意工夫によって、いかに身長差をカバーするかが大きなポイントとな

るでしょうね。ガード陣やシューター陣は世界にひけをとらないでしょうが、やはりセン

ターというか大型の選手を育成することが必要です。日本全体を見ると大型の人材は結構

いるのに、なかなかバスケットボール選手として育成できません。１９０センチ台のセン

ターがいれば、アジアでの地位も全然違うと思われますので、大型の人材を中学生の頃か

ら徹底して指導することが大事です。ただ、中学生は義務教育の範囲内では問題があるし、

また勝利への過度のこだわり（中学校大会の優勝チームの選手がナショナルチームに繋が

っていない）なども課題となりますが、要はナショナルチームとの接触などを通じて、も

っと夢の持てる強化策を期したいと思っています。

それともうひとつは、ピリオド制におけるゲームの勝ち方、特に、第４ピリオドの戦術

戦略面で、コーチと選手が、観客をも取りこみ一体化できるものを持つことも重要でしょ

うね｡」

中国や韓国の女子を見てどう思われますか？

「５月に開催された東アジア競技大会で、韓国に勝っていた試合を残り７秒で逆転され

て負けましたが、中国や韓国のチームにはいつもベテランのゲームメーカーがいて、いざ

という時に力を発揮するようです。勝利に対する意欲というか、執念のようなものを感じ

ます。昨今の日本の選手は、昔と比較して柔軟性ではやや劣るかも知れませんが、筋力は

強くなっていてパワフルだと思います。ただ精神面では、コート上での自己主張が弱く、

アピールが下手なのかそれぞれの"個性''というものがコート上に見えてこないように思わ

れます。結局自分の所属チームや経歴などの問題ではなく、’'ナショナルチームにきて何

ができるか？”なのですがね。例えば技術的には相手国と同程度としても、相手に圧力を

かけられた場合、日本はお互いにもたれ合うというか、他の誰かを頼りにしてしまって、

"何がなんでも私がやってやる"というような選手が育っていないですね。

とにかくアジアでは接戦となること必至ですから、要はそのときの''決め手'，を持つこと

ではないでしょうか｡」

－これからの日程はどのような予定でしょうか？

「当面の日程として、Ａチームは１０月にタイのバンコクで開催される、アジア選手権

大会兼世界選手権予選に焦点を当て、Ｂ（ユニバー）チームは８月に北京で行なわれる、

世界ユニバー大会、Ｃ（ジュニア）チームは７月にチェコで開かれる、世界ジュニアとな

ります｡」

学校では大変理解があって、素晴らしい校長先生と承りますが？

「そんなことはありませんが、今の時代は色々な方面に気を配らないといけません。私

のいる学校にサッカーのナショナルチームに入っている生徒がいますが､海外遠征も多く、

対応には何かと配慮しています。サッカー協会では高校生を遠征に出す場合、学校の授業

に代わる教育なども行なっているようです。若年の頃から海外遠征をしたりして経験を積

み重ねれば、世界的に通用する選手がでてくるものと思います。バスケットボールも是非

そうありたいものだと願っています｡」

－本日は大変お忙しいなか有難うございました。

[担当：広報部会］
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ＮＢＡ放送を解説して

河内敏光

現在私は、ＮＨＫ・ＢＳ放送のＮＢＡゲーム解説をしております。

私を含め５～６人の解説者と、実況担当アナウンサーは４人位で分担して放送をしており

ます。局側は解説者の経歴などを確認しながら、より良い放送を心がけており、例えば私の

場合ですと、ゲーム実況中にアナウンサーから「元全日本監督としての河内さんならこの場

面で現場サイドに立った場合には、どのような指示を出しますか？」などの質問を受けてそ

れに答える、というやり取りを交わしながら解説を進めていきます。それでもインターナシ

ョナルルールとＮＢＡルールとでは違うので、しばしば間違った解説をしてしまうこともあ

ります。また実際の試合と放送時間がずれる場合、今は情報化社会でもあり、当日のゲーム

結果は、インターネットなどで調べればすぐ分かりますが、私は結果を確認せずに解説に臨

むようにしております。それは私自身もＮＢＡファンであり、ゲームを楽しみにしており、

今起きているプレーに対して、テレビをご覧になっている方と同じ気持ちで、見たままの状

況を直感で解説するように心がけているからです。

解説をしていて一番苦労するのは選手のトレードによる移籍が多いことで、最近は日本の

プロ野球やＪリーグでも、チームのエース級の選手が移籍することがありますが、ＮＢＡの

場合はトレードが頻繁に行われ、プレイヤーの登録名簿（ロースター）を覚えるのが大変で

す。トレードが成立しますと、チームのエースなどが突然いなくなることもありますから必

然的にチームスタイルも変ることになり、ヘッドコーチの考え方などを勉強し、自分なりに

解釈したりして解説しております。さらに日本でも名字が非常に多い鈴木、佐藤、田中、小

林姓などの例がありますように、ＮＢＡでもウイリアムス、ジャクソン、ミラーなど名前が

同じプレイヤーが数多くいて、ゲームによって両チームで同じ名前の選手が対戦するような

場合には混乱して戸惑うこともあります。

私は解説をするにあたり、ＮＢＡファンとくに小・中・高校生のバスケット選手達に対し

て夢を与えたいため、日本人の体格と同じくらいの選手がいれば、巧みなボール回しでゴー

ルシーンを演出するポイントガードを意識的に取り上げて、よく褒めた解説をするようにし

ています。その典型がジョン・ストックトン（ユタ・ジャズ）であり、今売り出し中のジエ

イソン・ウイリアムス（サクラメント・キングスーメンフイス・グリズリー移籍）でありま

す。彼らを紹介することにより、今テレビを見ているバスケット少年達に、一生懸命がんば

れば、彼らと同じプレイヤーになれる可能性があるということをテレビ解説を通じて訴えて

いきたいと思っているからです。身体が小さいことへの判官びいきでなく、他のアメリカン

フットボールのクォーターバックにも似た、知的なイメージもあるこれらの選手たちが、大

型の選手をテクニックで翻弄する姿は、本当に見ていて楽しいものだからです。

さらに最近では、ポイントガードのイメージを一変させてしまったのがアレン・アイバー

ソン（フィラデルフィア・７６サーズ）であり、ステフアン・マーブリー（ニュージャージ

ー・ネッッ）、スティーブ・フランシス（ヒューストン・ロケッツ）などテクニックよりも

スピード、理屈よりも感性タイプが台頭してきて、ポイントガードでありながら自ら積極的
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に得点を重ねていく選手が出現し、彼らのプレーを見ていると楽しさよりも新たな驚きの方

が大きくなってきました。

来シーズンからは私自身にとって、日本のバスケット少年たちにジョン・ストックトン、

ジェイソン・ウイリアムスらはもとより、驚異的なプレイヤーたちをどのように表現して伝

えて行けばよいのか、大きな課題でもあります。

ＮＢＡの解説をしていて私のバスケットの勉強に多いに役立っていることもあります。

特に今シーズンは、世界の国々からアメリカに来ているＮＢＡプレイヤーが大活躍したシー

ズンでもありました。例えば、ドイツ出身のダーク・ノビッキー（ダラス・マーベリックス）

選手がそうで、今までは米国の大学でプレーした留学選手がほとんどでしたが、ノビッキー

の成功で、今後は欧州のプロリーグからの移籍組が増えてくると思います。現在欧州西側ゾ

ーンからのＮＢＡ選手は７名ですが、旧ユーゴスラビア代表選手では今年最も成長したプレ

ドラグ・ストヤコヴイッチ（サクラメント・キングス）選手がいます。アルビダス・サボニ

ス（ポートランド・トレイルブレイザース)、トニイ・クーコッチ（アトランタ・フォーク

ス）を代表とする多くの大型選手の中にも、シュートレンジの広い技能派の選手が多く、ス

モールフォワードをこなすストヤコヴイッチは新世代のホープと言えます。

また、アフリカゾーンではデイケンベ・ムトンボ（フィラデルフィア・７６サーズ)、ハ

キーム・オラジュワン（ヒューストン・ロケッツ）など、腕の長さや体の柔らかさなど米国

出身の選手にない抜群の身体能力があります。

中南米ゾーンではチイム・ダンカン（サンアントニオ・スパーズ）を筆頭に、１１名がＮ

ＢＡに所属して活躍しています。アジアゾーンからは初めてワン・ジージー（中国出身、ダ

ラス・マーベリックス）が一員となり注目され話題となりました。

このようにＮＢＡは世界最高のリーグでありますから、米国出身以外の選手の活躍を見て

いますと、おのずと世界のバスケットスタイルが見えてきます。全日本代表が世界に通じる

ためには、今、何をすべきかなど、参考になることが大変多いと思っています。

私は、日本のバスケット界発展のために、ＮＢＡ解説を通じて多少なりとも、何か協力で

きるようがんばりたいと思っております。

［新潟アルピレックス。ゼネラルマネージャー］
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